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この論文では、私たちが取り組んでいる「『印象』を扱う仕事」に含まれる要素的な仕

事のうちで、その対象に対する""最終的な""態度や行動を決める（つまり判断をする）

ための情報である「印象」を導き出す「印象の推定」、および、これを実際の仕事に利

用するときの数学的な""道具立て""（からくり）である「印象の推定モデル」の構築の

方法論の１つである「判別分析」について論じている。この検討を通じて、また、「印

象」を専門的に扱ってきた「心理学」の知識や経験を利用して、私たちが取り組む「『印

象』を扱う仕事」の成果の""品質""を上げ、また、そのプロセスの""効率""を上げる（改

善・向上する）ことが目的である。 

この論文の前半（第１章）では、まず、私たちにとって「印象」をどう考えればよいか

を検討し、その結果として、「印象」は「その対象が""自分にとってどうであるか""の

評価の結果」と解釈するのがよいことを示す。 

この論文の後半（第２章と第３章）では、数学的な「印象の推定モデル」の構築の方法

として、対象のカラー画像のデータから""計算によって得られた""特徴量（連続量）と、

その対象に対して、平均的な回答者が""申告した""特定の印象の有無（離散量）を「判

別分析」を利用して対応づける方法を論じる。 


